
昭 和55 年1 月1 日

区のお知らせ

第496 号( 1)

足 立 区

編集/ 企 画 部 広 報 課
足 立 区 千 住 一 丁目50

( 882) 1111
第二庁 舎 　( 889) 6161

人 口 ・面 積( 54. 12. 1)

世 帯　　　208, 473
人 口　　　626, 688
男　　　317, 262
女　　　309, 426

面 積　　　53. 25km2
人口密度　11, 768 人/ km2

賀
春

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
長

長
谷
川

久
勇

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
、
お
祈
り
巾
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
総
合
体
育
館
を
は
匕
め
と
し
て
、

老
人
会
館
、
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
な
ど
新
し
い
区

民
の
略
設
が
完
成
す
る
一
方
、
都
施
設
の
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
、
勤
労
福
祉
会
館
、
内
職
補
導
所

の
移
管
、
あ
る
い
は
花
火
大
会
、
区
民
大
学
講

座
の
開
催
も
あ
り
活
気
の
あ
る
年
で
し
た
。

今
年
は
、
足
立
区
笹
本
構
想
実
現
の
第
一
歩

と
し
て
、
昭
和
五
卜
五
年
度
を
初
年
度
と
し
た

ト
カ
年
の
秡
夲
計
肉
が
発
足
い
た
し
ま
す
。

石
油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
は
じ
め
と
し
て

今
日
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
多
甦
な
前
途
か
F

想
さ
れ
、
区
政
を
と
り
ま
く
環
境
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
二
の
中
で
足
夊
区
の
理
恕
と
す

る
将
来
像
を
輿
体
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
人
き

な
困
難
が
伴
う
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、私
も
碵
貝
む
、丸
と
な
っ
て

參
栲
事
稾
の
見
直
し
、
冗
費
節
約
な
ど
行
政
運

営
の
効
率
化
に
よ
り
『一
最
少
の
経
費
で
最
人
の

効
果
』
を
め
ぎ
す
決
憲
で
お
り
ま
す
。

ま
た
計
画
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
K
尺
の

皆
さ
ま
に
も
積
極
的
に
参
加
を
輊
い
、
と
も
ど

も
力
を
介
わ
せ
て
こ
何
時
ま
で
も
住
ん
で
い
た

い
足
y
‘
、
住
み
た
い
足
色
」
と
し
て
、
足
茫
に

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

区
民
と
職
員
の
間
に
心
の
交
漉
の
あ
る
区
役

所
、
区
民
の
親
し
み
や
す
い
区
政
こ
そ
私
の
嘶

い
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
一
層
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
し

て
、
釿
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
議
会
議
長

藤

来

勇

新
ら
し
い
年
を
迎
え
、
つ
つ
し
ん
で
区
民
の

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
、
お
よ
ろ
こ
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
国
の
内
外
と
も
に
多
蔘
多
鼈
な
年

で
あ
り
、
特
に
世
一
t
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
、

資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
に
と
っ
て

、
そ
の
影
響

は
深
刻
な
も
の
が
あ
り

、
少
な
か
ら
ず
私
ど
も

の
生
活
を
脅
か
し
ま
し
た
が
、
夲
区
に
お
き
ま

し
て
は
区
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て

、

区
の
J一
s
策
が
順
調
に
進
め
ら
れ
、
目
覚
し
い
発

展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
ご
同
謇
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昨
年
五
U
り
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

て
以
来
、
つ
ね
に
譲
会
の
円
満
な
運
営
と
、
区

政
の
伸
展
を
念
頭
に
、
誠
心
誠
意
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
『
こ
こ
数
年
来
の
不
況
・
物

鰤
高
騰
等
の
彰
響
に
よ
り
、
区
の
財
政
も
未
曽

有
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
福
祉
施
策
を
始

め
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
ど
の
よ
う
に
村

略
し
、
区
民
の
皆
き
ま
の
ご
要
望
に
応
え
る
か

が
、
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
五
卜
丘
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
区
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、

区
政
の
濘
展
を
は
か
り
、
六
ト
l
万
余
区
民
の

信
託
に
応
え
る
た
め
、
国
お
よ
び
都
の
噫
磧
と

柤
ま
っ
て
、
区
政
全
般
に
わ
た
り
最
人
の
幼
裝

が
あ
が
り
ま
す
よ
う
、
努
力
す
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
区
議
会
に
吋
し
ま
し
て
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新春 ・
じ ゃ んけんゲ

ー

ム
お子さんたちと、こたつを囲んでにぎやかに桑しめるよう、

新年号の2 ・3 面は区の施設を中心にゲームをつくってみま
した。お正月休みのひととき、じゃんけんからお子さんたち
と会話を… …。

あそび方
マッ チの棒や 碁石など

を用意し 、2 人以 上、5

人位まで一緒に 遊べます。

お互いにじ ゃんけ んをし

て、下の とおり、 勝った

数だ け 進んでいけ ます。

あ とは、 各コマの 説明 に

従っ て行なってください。

3つ

2つ
1つ

スタート

出ぞめ

毎年1 月4 日、
区役所前で江戸

消防記念会の方
々によって行な
われます。

1

2

えんま詣

3
1月と7 月の15日り6a に行なわれ、参道・

境内には霖店も出て、「おえんまさま」でに
ぎわいます。( 勝専寺　千住2 一日)

4

5
8 へすすむ

SL 公園( 中央公 園)

6
昔なつかしい蒸気機関車を屓示してある公園
です、

( 中央公畷 中央本町l - 17- 4)

7

相手方は3
つ
すすむ

じ んか んなまつり

8
わ ら で つ く つ た 蛙 を 木 に か け 丶 偈 を す す 。i

五穀豊亂皀災を祈るもので, | 月7 日に行4

われます。

( 大乗院　西保木間2- 14- 5)

9

相手方は
3つもどる

中央図書館

10
区 内J も 大 きa 図 ● i そ 。 郷 土 賢 料 童

も あ り ま す 。

( 中 央 図 書 館　 梅 田7- 13- 　1)

11

ちびつ子釣り場

12
子どもたちの釣り場です。事故を起こさない
ように廴て、楽L い釣りをL ましょう。

( 裏西用水ちびつ子釣り場　 六ッ木4- 3)

13
18 へすすむ

竹の塚温水プール

14一年中沫げるプール。泳ぎながら体力をつけよう。! 　( 竹の糘溘水プール　西保木闌4- l g- 1)

10
へもどる

15

しょう ぶ沼公園

16
昨 年12 丹・ ・ 駲 ～ 北 綬 濔 駅 間 。 待 ち4 二待 っ た 闘 遠 。 北 纔 湘

駅 の す ぐ そ ぱ に 、 廴 よ う ぷ 沼 公 園 が あ り 。6 月 は み ご ろ で

す。(しょうぶ沼公園 谷中2- 4- 1)

17
動物の
なきまねをする

教育センター

18
心 ・ 中 学 生 の た め の 蘰 科 実 映 教

宣 が あ り 、 プ ラ ネ タ リ ウ ム で は

皇 の 観 溯 も で き ま す 。

( 教 育センター　竹の塚2- 25- 2l )

北足立市昜

20
昨年9 月、流通センターのとなり石匸単在ぶぢ
青果市場を移転

「広し構内に、i ・ふ 戸ヵ・夜明
けとともにあがりま孔。(北足立市場　入谷町3冫29)

21 16 へもどる

22
総合スポーツセンター

23 個人 団体でもや甼に利用やi 4池心
ー ツ セ ン タ ー で い い 汗 か こ う!

( 総合スポーツセンター　東保木間2- 27- 1)
24

うた を歌 う

ゴール

西新井大師
正 月 は 初 ま い り 、 鮠 分 は だ る ま 債 儷

。
で に ぎ わ

う 。 境 内 に 咲 く ● と 牡 丹 は 甕L い 。

( 西 新弁大師　西新弁l - 15- l )

昭 和54 年

区
内
の

主
な
で

き

ご
と

1 月

4 日 出初め式

7H 匕んがんなまつり( 大乗院)
I SH 成人の日(区内成人者数U, 029 名

・ えんま詣| 椦専寺)

21日 初大師

2 月

1 日 足立区 老人会館開館

3 日 節分mだるま供養( 西新弁人師)

〈写真右〉

3 月
5U ‘ 足・ の今曹亅 刊鉗・兄光

2Z日 区予算凛決、総額941穗9千り川

25日 暇後34年ぶりの卒業式

{ 千S 第四小字校}

4 月
1 日 竹の塚センター閹蚰

・ 総合スポーツセンター開餓

5 月
2 日 区 の 「 食 油 安 全 白 。羚 」 発 表

4 日 中l l l 堤 に「 サ イ クリ ン グロ ー ド 」

完 成

21 日 中 日 友 好 の 船' の 聞 艮 が 、 区 内

の 企 業 を 麗 事

一 川 際 児 永 年 の 令 に 鯉 泳 ぐ く写 真)

6 月 1 日 第1 期区民大学間枚

6H 人谷地区で川柚えは匕まる
13H 心身障XI 福祉センターに' 友麌

の涓」オープン( 写真冫

Z3日 区屡は匕まる

29日 足攴産のホタ・レ光る
4元渕江公園)

7 月 13H 史透安全区民大会 ・15n

祈祷襴子舞( 大鵞神社) ・。22

日 少年魚つり大会c 葛酉用水ちl

つ手釣り場}

8 月
1 日 軽費茗人ホ一

ム「しまね圃」

都からR に移

管

4 日 「 足 立 の 花 火 」

20年 ぷ り に 復

活 〈 写 真 〉

9 月
1日 総合防災訓練

2H12{ 内籾の休日蟲抖診療所闘設

4 日23( りj の授網|二よるi 魚類生息

釧乢 く写裏)

6H 区長、区内の便々者を・訪問

10 月 1 日 耻立勤労屬祉会館・足立内欟

補群所、都から区に移曹

l eul x( 民大運動会

2su 足a ・碼飾・江戸||匚ミ区下水

退事裏倆1違大会を閤驥

11 月
3 日 郷。t芸能人会

18H 国際児一瓶年記念『青少年非行防

止1£民大会』

23日 鵬眼県鳥根町の中学。生が、足立

区島根町を訪問

・ 一荼まつり( 炎大寺)

12 月

4 刈OH 人権週間

20日 綾瀬・一北級洫駅閥開通( 写真右〉

21日 納めの大師
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区立
私立保育園児募集

1月10日から受付
χ
一
福

祉

串
務

所
で

咾

昭

和
畆

卜
K

印
四

月
か

ら

保

育
閠

へ

兇
嗷

の

べ

圜

奮

希
望

す
る

方
の

申

し

込
み

受

け

付

け
を

吁

な
い

ま

す

。

象
た

、
四
月

闃

圜
予

定

の
私

立

呶

和

、
瓦

月

闃
園

予

定
の

ほ

立

哨
花

畑

の

両

保
胄

擱
(

仮

称
)

の

爬
児

募

集

も
a

わ

甘
で

行

な

い
ま

す

。

申
込
受
付
期
間
　
一
月
P
U
(
木
)

、二
十
四
日
(
木
)

申
込

で

き

る
方
　

保

癧
g

が
働

い
て

い

た
り

、
脾
気

な

ど
の

た

め

、
咀

嗽

の
M

育

が
で

き

な
い

か

、
豪

た

は

困
霞

な

ゐ

申
込

に

必
要

な

も
の
　
7

昭

和

桴一
い

四

年

分
哨

歸

観
額

の

わ
か

る
も

の
(

諏

乗
徴

収
r
*
n
>

は

確
定

小

告

書
の

控

人

な

お

、
屁

十
四

年

分

が

恥
爍

竃

の
ル
ー

。は

、
瓦
卜

。。
。

年

り
の

控

え
)
7

昭
和

旺
卜

川

り

哩

り
陥

民

税
額

の

わ
か

る
も

の

(
す

で

に

、
お
手

元

に
届

い
て

い

る
肭

税
通

知

べ

符

別
徴

収

睨
鯛

通
矧

書

、
ま

た

は
蔟

祝
餓

明

人一
)

▽

印
か

ん

※
課
睨

証

明
汽

の

躋
求

は

、
窓

‥
‥が

混
み
(
一
‥い

ま
す

の
で

、
お
吊

め

に
ど

う

ぞ

。

申

込
・

問
合

せ
先
　

あ

な
た

の
什

ゆ
U

甬

轄

す
る

癶
福

祉

嘔
務

叫

ゝ

◎

足
立
(

　
八

八

ぺ
l
i

一
四

、)

◎

中
部
(

　
八

八

九
『
こ

四

八

ご

◎

東

部
(

　
八
y
)

◎
西

部
(

　
八

几

じ
卜

五

气

ご

◎
北

部
(

　
八

八

万

一
六
八

二

、ご

※
な

お

、新
農

保
育

閠

の
唄

臨

地

迴

鰔
は

次
の

と

お
り
で

す

▼
区

立
哨

花
畑

保

育
圃
(

仮

称

ご
・
1

哨
花

畑

ド
j

岡
y

。

▼
私

弘
心
、和

保
育

鬩
(

仮

称
7
4

フ

竃

纐
召

名

入
賞
者
決
ま
る

足
立
区
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

公

害
を

な
く

し
、
似

化

推
麗

な

ど

口

然
の

回
復

を

よ
び

か
け

る

足

立

区

中
学

生
ポ

ス

夊『
-

コ

ン
ク
ー

ル

が
、

こ
の

ほ

ど
U

な

わ

れ
ま

し

た

。
心

弊

作
品

り

卜
八

点

を

瞰

嗷
に

謇

査
し

た

結
呎

、

次
の

力

々

が
入

責

さ
れ

ま

し
た

。

な

お
、

入

賞
作

品
は

、

一

月
二

卜
'

日

か

ら

二
卜

六
卵

ま

で

、
教

育

セ

ン
タ
ー
で

健

示
し

ま

す

。

□

公

害
の

部

区

長
賞

…
S
U
S
P
C
S
(

竹

の

椒
中
)

岔
賞
…
彰
中
丿
恵
(
L

へ
中
い

北
川
い
ず
み
(
徽
綾
瀬
中
)

鈿

賞
E
漆
原
久
仁
好
(
L
(

中
)

墳
内
康
史

滴
水
敏
f
(

竹
の
髦

中
)

持
丸
恭
子

猿
田
集
f
(

東
綾
瀬
中
)

刪
賞
1
久
絢
に
Q
(

四
中
)

小
宮
捫
(
九
中
)

大
竹
洋
子
(
卜
人
中
)

井
脾
瀏

奈
子

宮
崎
眼
務
(
江
南
中
)

平
井
竜
子
(
竹
の
獄
中
)

田
村

峪
丿
郎

手
脇
寛
幸
(
東
綾
繝
中
)

嫻
ひ
ろ
み
(
育
井
中
)

山
内
利

茂
(

伊

斡

中
)

□
緑

化
の

部

K
じ
一
筒
…
柳
旧
恵
筍
嘸
(
東
綾
欄

屮
金
寰…
野
口
獸
呶
(
四
中
)

仔
卜
嵐
か
よ
f
(
東
綾
瀬
中
)

鍛
芻
:
i
住
泰
子
冗
中
}
小

澤
直
籥
(
P
中
。
羽
角
り
罍
f
　

(
卜
べ
中
)
喃
良
紀
子
(
竹
の

塚
中
)
白
太
歡
江
(
東
綾
瀬
中
)

鯏
賁
L
甎
誠
治
中
沢
千
眼

(
川
中
)
菅
沼
汪
叉
子
黒
旧

紀
子
(

九

中

‘

井
友

洋
子
(

江

哨
中
)

鈴

木
友
子

水

落
浮

子
(

竹

の
家

中
)

暼
原

多

恵

菅

野
由
加

皿

映
田

卮

笑
(

東

綾
瀬

中
)
(

敬

称

略
)

東綾瀬中　3 年
柳 田 恵英世

竹の塚中　3 年
安 居 万 里

新
入
学
児
童
・

生
徒
の
就
学
通
知

に
つ
い
て

昭

和

五
ト
l
F

四

月
に
ふ

呼

校

へ

ぺ
学

さ

れ
る

お
r

さ

ん
の

就

学
4

匂

書
は

。

昭
和
a

卜

。れ
年

。
り
い
・
u

に

傑
廛
'
。
あ
て

急

送
し

ま

ず
。

4
年

、
小

学

校
に
入

学
さ

れ
る

お
f

疂
ん

は
、

昭
和

川

卜
八

年
四

り

ご
H

か
ら

昭
和

叫

卜
几

年
四

月

。
日

ま

で

に
生

ま
れ

た
り

で

す

。

な
お

、
中

伊

咬
に

新

べ
学

さ
れ

る

刀
の

就

学
d

知

書
は

、

昭
和

瓦
十

旺

年

丿
月

ド
旬
a

学
の

小

学
校

蔔

戚
じ

て

お
送

り
し

ま

す

問
合

せ
先
　

令

喞
皈

成
人
病
検
診

曰
時
　
鉦
週
水
眼
日

午
前
几
時
‘

十
時

対
象
　
畊
'
一卜
繊
以
上
の
区
民

検
診
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、
胸
部
X

線
な
ど
約
コ
不
項
目
(
胃
ガ
ン

吹
聆
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

料
金
　
瓦
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
八
瓦
五
i
四
↓
瓦
J

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
つ
い
叉

疑
問

の
あ
る
な
、
お
気
鮃
に
お
で
か

け
く
だ
さ
鮠
。

曰
時
　
一
り
十
日

乍
恥
卜
時

～
午
陂
气
畴
凡
ト
り

場
所
　
区
役
所
。
階
第
。
会
晨

蹇
問
合
せ
先
　
国
民
年
公
庫

七
宝
焼
教
室

期

間
　
1

り
r

四

日
1

そ
り
F
j

ぱ

隘

週

水
車

日

時

間
　

午

後
六

時
'

叭

時

対

象
　

矗
轂

区

民
(

叨
・
心
癶
)

定

員
　

冫

杓

費
用
　

教

材
費
(

二

千

川

程
度
)

中

ゐ

方
法

往

復

い

ガ
キ

に
、

麟

佝
K

、
匯

听

、
氏

气

年

齢
、
性

別

、

一

貫

、

電
話

番
甘

淨
記

ぺ

し

、
救

育
セ

ン

タ
ー
へ

申
込

期
限
　

一

月
几

り
{

芍
日

吶
印

有
効
}

申
込

、
問
合

せ
先
　

教

育

セ
ン

タ
・
l
(

甲

Ⅲ
竹
の

耨
9

瓦

ワ

八

五

二
|

八

八

〉)

近日大公開!

セントールイスも出演

広報映画「生活施設編」

広
悧

泱
i

私

た
ち

の

足
夕
I

ン
リ
l

ズ
の
第

じ

作
目

ぶ

病

魔

政
綱

」
が

、
こ
の

ほ

ど
呪

晩
し

ま

し

た

、

こ
の

映

紺
で

は

。
新

ら

し
く

で

き
た

魔
汲

を

中

心
に

、
皆

さ

ん
の

麓
活

に

密
一

し

た
魘

設

や

、
ど
ん

ど
ん

利

用
し
て

ほ

し

い
施

汲

が
数

多
く

登

場
し

ま

す

。

施

政

の
案

内

投
と

し
て

は

、
機

才
の

。セ

ン
ト
・

刄

イ
ス

ヽ

が
出

酬
し

、
あ
の

ユ

ー
モ
ラ

ス

な

お
し

ゃ

べ
り
で

い
(
M

に
鷹

般
を

紹
介

し
て

い

き

ま
す

。

あ

な

た
の

街

が
、
あ
な

た
の

隣

り
の

人

が
小

屓

し
て

い
ま

す

。
ぜ

ひ

。
!

ご
ら
ん

ぐ
だ

さ

卜

ま
た
、
こ
の
広
報
映
画
は
、
昭

秘
四
P
八
年
度
か
ら
?
り
れ
て
い

て

、
写

真

や

又

字

で

沢

せ

な
い

事
气

理

解
し

や
す

い

映
燦

と
M

で

捕
き

出

し
、
ひ

と
り
で

ま
蔘

ぐ

の

人

に
、
区
政

呎

卍
し
で

矧

っ
て

も
ら
う

た

め

に
製

作
さ

れ
て

い

る

も
の
で
す

。
ご
家
族
や
お
友
途
と

こ
ら
ぶ
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
公
闖

試
写
会
は
次
の
と
お
り
で
す

。

試
写
日
時
　
一
り
。
卩
江
川
(
忿
)
　

第
‘
回
ミ
午
峻
二
時

戀
一
叩
卒

後
。
。時

場
所
　
嚶
瞋
振
賞
熊

映
画
1
6
ミ
リ
、
カ
ラ
ー・
三
P
分

※
試
写
会
後
は
、
J
歳
に
貸
出
し

し
ま
す
。
、
呀
、
口
は
、
中
央
図
糾

齠
(
　
八
四
・
=
四
六
四
六
)
、
s

ミ
以
肪
i
諏
で
賃
出
し
し
ま

す
。
カ
セ
ブ
、
-
式
映
町
機
で
す
か

ら
、
簡
畩
に
櫑一
作
で
き
ま
す
。
申

・・
込
み
は
心
話
で
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先
　
広
報
課

参
加
し
ま
し
ょ
う

成
人
の
集
い

1 月15 日

こ

の

一
年

間

に
呎

八
に

な

ら
ね

た

方

を

対
敏

に

、
こ

れ
を

ぶ

芯
し
て

ぶ

人

の

集
い

」
か
沃

の

と
お

り
吁

な
い

拿

ず嗔
人

に

な

ら
れ

た
力

に

は
、

状
で

こ
案

内

し

ま
し

た
の
V
-
'
T

日

。

家
内

状
を

ご
持

番

の

う
え

、
会

場
へ

お

い
で

く

だ

さ
い

対

象
　

明

齠
昭
一
卜

四

年『
四

气

目
I

昭

柵
三

十

瓦
年

四
7

日

に
生

ま

ね

た

が

日

時
・

場

所
　

バ

卜
瓦

糾
'

時

間
、

場
所

は

友
昃

の
と

お

り

‘

記

念
講

演

①

会
場

…
小

桙

則
子

氏

②

会
場

…
楠
豕

惷
同
氏

③

会
場
…

噫
縢

幸
雄

氏

※
酋
必
一
馬

戸
r
り
駐

瞋
場
か

め
'
リ
ま

せ

ん
の

で

、

単
で
の

ご
栽
場

は

ご
遠

慮

く

だ
さ

い

問
合

せ
先
　

文

化
係

サルの

はなし

干
支
(
え
と
)
で
は
、
サ
ル
を

「
1
l

譽
へ
气
F

支
を
力
位
や

雌
を
我
す
の
に
用
い
た
が
、
巾
は
、

内
南
西
の
方
は
、
時
で
午
眦
四
時

ぶ
て
の
鵤
後
一
時
川
を
さ
し
た
。

匐
枸
学
的
に
は
、
哺
乳
順
・
霊

長
H
の
な
か
で
、
ヒ
ド
を
除
い
た

。般
的
呼
称
〕。英
圻
で
は
、尾
を
つ

け
た
も
の
苟
モ
ン
か
I
I、
唯
命
も

た
な
い
も
の
を
エ
イ
プ
と
い
う
　

サ
ル
″
叉
間
の
動
物
学
的
覗
近

性
は
'
m

の
紳
話
に
畋
多
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

日
ぷ
の
古
舛
如
釟
に
み
え
る
鰮

田
彦
命
(
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と
)

は
、
サ
ル
を
神
格
化
し
た
神
ら
し

く
、そ
の
私
皀
阪
つ
た
蝓
女
唇
(
さ

る
め
き
み
)
は
、
抻
駟
芸
燒
な
ど

に
仕
え
る
家
柄
で
あ
っ
た
。

曹
四一一
男
吉
は
、
a
餓
か
ら
植
と

呼
ば
れ
、
ま
た
幼
れ
を
日
西
丸
と

い
わ
れ
た
話
も
あ
る
か
、
サ
ル
は

ぢ
ご
か
ら
比
噸
山
の
神
で
あ
る
門

冉
神
社
の
神
使
と
さ
れ
て
い
た
。

芸
人
が
サ
ル
を
哩
つ
サ
ル
回
し

は
、
近
代
ま
で
を
髮
又

と
し
て

卿
し
ま
れ
た
が
、本
来
は
、
サ
ル
が

ウ
マ
の
安
拿
ぞ
守
る
と
い
う
信
仰

に
由
賤
す
る
祈
祷
師
で
あ
っ
た
。

中

国
の
6

教
に

由

載
す

る
庚

小

叭

卸
は

、
日

収
で

は
、

サ
4

と

雛

び
つ
い

て
い

る

ど

れ

は

、十

丿

又

の

小
(
L

ん
)

そ

サ
儿

に
配

し

た

な

の
に

お

こ

っ
た

俗
芍

廡

山
碼

に
「

見

ざ
る

、一
冽
わ

ざ
る

、
闃
か

ざ

る

い
の

三

猿
を

刻
む

こ

と

が
多

い

。

サ
ル

を

か

た
ど

っ
た

玩

具
も

夢

く

、
一

よ

け

、

盗
難

よ
け
'

な
ど
ゐ

お

守

と
さ

れ
て

い

る

。

足

立
区

内
で

サ
ル

に

関

係
し

た

詁

か
尽

つ
と
'

の

庚

申
塔

が

今
な

お
心

余

棊
現

存
し

て

お

り
、

区

斑
の

辱

力

に
よ

っ
て

保

蹼
保

存

さ
れ
て

い

る

ま
た

、
栗

原

。「

目

の

島

根
小

学

杖
前

に

は
、

鱸
叭

塚

が
あ

る

。
こ

と
の

お

こ
り

に
つ

い

て

は

、
紙

㈲

の

苳
介
E

、

霖
か

耆

て

い

た

だ
く

が

、
肖

区
角

行
の

。嶇

立
の

壓

史

」
「
史
跡

と

文
化

』
等
に

騨
し

い
の

て

参

照
さ

れ

た
い

。

箝

か

ら
の

故

啣
・

こ

と
わ

ざ
に

も
娯

が

多
く

登

場
し
て

い

る

。
猿

知
恵
(

浅
は

か

な

知
恵

‘
、

鰕
の
f

呪
笑

い
(
自
分

の

身

衆

叉
宵
せ

ず
、

入
の

欠

点

を
ぱ

か
に

す

る
こ

と
)

猿
の

狂

言
(

つ

じ
つ

袤

が
肖

わ

な

く

、
こ

っ
け

い

な
挙

動
)

、

猿

に

烏
帽

子
(

人
綱

に

本
相

応
な

服

装

や
衂

劒

の
た

と

え
)

↓

の

暝

は
鯵

い

と

い
う

剛
s

も

あ
る

。

資
源

問

雌
、
不
況

、
イ

ン
フ

レ

、

財

政
危

歳
等

々

、
区

政

を

と
り

ま

く

状
況

は

一
段

と

歳
し

い

が
j

と
区

民

が

一
体

と

な
っ
て

、
睛

る

い
「

サ

ル

球

」
に
し

た

い

も
の

で

あ

る

。

掲
示
板

区
民
ス
キ
ー
大
会

日

時
　

二

月

三
日

場

所
　

福

島

県
甲

子

高
原

林
面

ス

キ

ー
場

参

加
資

格
　

区
内

在

住
・

在

恥
・

在

孝

者

種

目
　

回
転

観
技
(

籾

・

中

繖
a

に

も

あ
Iし

め
ま

す
)

一
別
女
子
組
、夕
年
組
、男
子

一
部
(
三
十
五
歳
米
繝
)
、男

芍

郎
(

‘一
T

瓦

歳
以

上
四
4
-

瓦

歳
恥

跼
)

、
男
子
一
こ
部
(

門

十

紅

歳
以

上
麗

十

瓦
歳

澱

繝
)

、

男

子
四

部
(

友

卜

丘

歳
以

七
)

参

加
費
　

千

阮
j

川

申

込
期

限
　

一
月

二

十
二

日

申
込
・
問
合
せ
先
　
参
加
費
を
躅

え
て
、ス
キ
1
喩
余
連
絡
所
八
「

叫
、-
し
五
ス
キ
ー
シ
ョ
″

ブ

パ

ム

　
八

八

。I

七
儿

才
)

へ

区
民
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

期
間
　
三
月
十
九
日
覆
行
～
こ
卜

二
凵
夜
帰
肴

場
所
　
轟
賀
高
艱
-
ノ
嫻
ス
キ
ー

場
(
ホ
テ
ル
こ
だ
ま
宿
泊
)

費
用
　
三
万
六
千
円

交
通
機
関
　
往
路
…
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
タ
D
x

バ
ス
(
区
役
所
舸
鳬
)

復
路
…
国
鉄
特
急
利
用

定
員
　
九
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
)

申
込
受
付

一
月
瓦
日
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
申
込
金
六
千

円
を
添
え
て
、
ス
キ
ー
笏
命
運

絡
所
(
千
臨
三
匚
匕
K

ス
キ

ー
シ
ョ
″
プ
バ
ム

　
八
べ
二
!

し
九
ご
べ

千
庄
匆
町
子

一
ご

鈴
木
薬
局

　
ハ
ペ
ー
-

四
八
八
、
J
1

お

礼

育
英
資
金
貸
付
畢
桑

の
た
め
に
と
、
次
の
方

か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
古
性
直
さ
ん
(
東
和
。
'・
瓦
I
　

瓦
)

▽
東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長
花
川
実
さ
ん
(
墨
州
区
江

東
僻
四
l
こ
M
i

八
)

訂

正

十

二

月
こ
J

日

晤

の

記

事
に

腆

眇
か

あ

り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
釘
医
し
て
お

乾
び
し
豪
す
。

◎
た
こ
あ
げ
ベ
陬
の
日
時

(
羃
)
午
前
十
時

(
S
)
午
後
一
時

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
事
業
団

足
立
区
高
齢
轟
事
業
団
は
、
昭

和
瓦
七
‘
一
年
四
月
に
発
足
し
て
以

来
、
毎
月
実
績
t
伸
ぱ
Q
昨
年
凡

月
に
は
、
月
間
哭
約
高
一
千
万
円

を
艫
す
ま
で
に
喰
艮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
F
J

月
に
は
、
喞

業
団
会
報
「
い
ち
ょ
う
」
を
発
刊

し
、
組
嫐
内
容
が

。觴
充
実
し
て

き
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
日
頃
の
皆
さ
ん
方
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
る
も
の

と
旭
っ
て
い
ま
す
。

事
業
E
、
c
覃
崕
の
皆
a
ん
。

今
年
も
高
齢
者
申
萬
団
に
仕
串
を

柵
假
し
て
ぐ
だ
さ
い

。
夲
集
団
で

は
'
&

の
よ
う「な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

▽
一
眼
な
大
友
仕
喞
、
修
理
修
歳

▽
筆
記
、毛
筆
、
筆
耕

▽
膕
外

の
軽
易
な
伊
業

▽
蹇
内
で
す
る

手
先
の
仕
事

▽
一
般
事
气

経

理
嘔
掎

▽
閙
守
番
や
子
守
、
味

喞
補
助

▽
ふ
す
ま
彊
り
善
え

▽
靴
の
修
理

□

靴

修
理

従

事
者

募
集

晏

縢
'

と

。迅

適

‘
參

下

卜
1

に
、
足
立

区

高
齢

者

亊
糞

ぼ
の

「
靴

修

理
班

」
は

、
鳬
曝

綾

丿
年

半
、
仕

事
も

よ

う
や
く

軌
4

に
の

り
、
川

本
簣

靴
(

株
)

や

足

立
区

役
所

、
区
内

濳
防

賞

な
ど

か
ら

多

鱶
の

注

文

が
あ

り
、
現
在

、
人
手

不
足

で

困

っ
て

い

ま

す

。

靴

修
理

の

経
験

禍
(

侖

綺

に
限

り
ま

す
)

で

、
こ

の

作
業

を

や

っ

て

み

よ

う
と

い
う

方

は
、
ふ

る

っ

て

ご
参

加
く

だ

さ
い

。

問

合
せ

先
　

高
齢

者

奉
奠

団

事
筋

祕
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